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お知らせ

♪とてもいい時間でした。あ

りがとうございました。また

“がんばろう”と思いました。

(提供会員)

▲右よりギター畑内浩さん、リコーダー松浦孝成さん、

有田まり子さん。

依頼会員と提供会員の交流会

２０１２年９月２９日(土)午後２時より４時ま

で、佐藤記念館１階食堂で『全体交流会』が

開催されました。会員１７名、子ども９名、未

登録の職員・スタッフも合わせて３７名の参

加者がありました。前半は提供会員から活

動の様子などを聞き、会員同士が情報を交

換するよい機会となりました。

後半はリコーダー奏者松浦孝
た か

成
の り

さんと有

田まり子さん、ギターの畑内
は た な い

浩さんの演奏を

聴きました。松浦さんは大小様々なリコーダ

ーを子どもの背丈と比べたり、小鳥のさえず

りや水牛の角笛の演奏など、子どもも大人も

あきさせない楽しいお話を織り交ぜながら、

すばらしい音色を聞かせてくださいました。

♪毎月の利用件数が１００件を超

えているといいうことは大変すば

らしく、それだけ助けられている

職員はたくさんいると思います。

提供会員の方々のお話を伺い、

自らが楽しんでサポートされてい

ることが伝わり、改めて提供会員

の方々のご協力があってのファミ

リーサポートだと思いました。これ

からも続けていただきたいと思い

ます。(未登録の職員)

♪温かい楽器、素晴らしい

音色。御三人ともすばらし

い使命だと、うっとりして音

色を楽しませていただきま

した。お伺いしてよかっ

た。あまり出会えなかった

リコーダーとても感激しま

した。今日は多忙な中、抜

けて参りましたが、よかっ

たと思い感謝しています。

(提供会員)

リコーダー＆ギターアンサンブル親子コンサート

▲提供会員同士、コーディネーターを交えて、保育に

ついて語り合いました。

♪仕事と子育ての両立にフ

ァミリーサポートは本当に助

かっています。地域として支

えていただいている分、また

地域の方々に還元してゆけ

るよう仕事をしたいと思いま

す。(依頼会員)



■援助活動内容（活動が多い順） 件数

1 保育園・幼稚園の迎え 264

2 保育園・幼稚園の登園前の預かりと送り 219

3 保育園・幼稚園の送り 119

4 保育園・幼稚園の迎えと帰宅後の預かり 108

5 登校前の預かりと送り 55

6 保育園・幼稚園・学校等のお休み時の預かり 49

7 子どもの習い事・塾等の送迎 41

8 保護者の臨時的就労の場合の預かり 29

9 保護者の外出時(冠婚葬祭・ﾘﾌﾚｯｼｭ等)の預かり 22

10 保護者の学会・研修会参加時の預かり 16

11 他の子どもの学校行事・通院時の預かり 14

12 保護者の病気時の預かり（出産前後等も含む） 8

13 下校後の預かり 7

14 保育園等の入所前の預かり 4

15 病児・病後児保育 4

16 学校の送り・迎え、学童保育の送迎など 0

17 その他 3

23 年 5月～24 年 8月の活動合計件数 962

●女子医大ファミリーサポートの活動件数の推移（2011 年５月～2012 年 8 月）

一番活動が多い時間帯は１７：００台で、

夕方の保育園の迎えです。続いて７：００台

の朝の保育園の送りです。

また、一番利用が多いのは火曜日、続い

て水曜日となっています。

活動内容別では、保育園・幼稚園の迎え

が最も多く、次いで登園前の預かりと送りと

なっています。（左表参照）

件数的には定期利用の方が多いです

が、単発利用で、学会・研修会参加時の預

かりや、保育園・学校等のお休み時の預か

りなどがあります。

育休中やリフレッシュのための利用もでき

ますので、気軽にお問い合わせください。

平成２３年５月より、マッチングを始めてから、もうすぐ１年

と半年になります。昨年の５月、最初の依頼は院内保育所

にお迎えに行き、自宅へ送るというものでした。月６件（１組）

の援助活動から始まって、半年後には月４７件（８組）。そし

て今年度に入って、いっきに１００件を超えました。

その後順調に伸び続け、今年の７月が今までで一番活

動件数が多く１４８件（１５組）。平日の多い日には一日９件

の保育活動があります。

●依頼会員

55 名

●提供会員

75 名

(2012/9/30現在)



       

  

無理をして行かせるかどうか

■ヒヤリハット事例①

１才１ヶ月男児・提供会員宅での一時預かり

・朝鼻水が出ていたが、熱はないと母親が言うのでその

まま預かったが、昼過ぎに熱を計ったら38.5℃あった。

●対応

・保護者にすぐに連絡し、帰ってきてもらう。

・ファミリーサポート室に状況を連絡する。など

●予防策

・鼻水が出ていたので、朝、母親がいるところ

で一緒に熱を計る。もし熱があれば、病児なの

でこのまま預かれないことをはっきり伝える。

など

スキルアップ研修会 7/19 提供会員 22 名参加・女子医大健保会館にて【重要】

提供会員第４期生誕生
平成２４年６月２１日、「保育サ

ービス講習会」が終了し、受講

者２２名のうち１５名が全過程を

修了し提供会員となりました。今

年度は講習会場が健保会館に

替わり、明るい雰囲気の中で学

ぶことができました。新宿区ばか

りでなく近隣区の方も増えてお

り、大勢の方に支えられ、有難

い限りです。

今回の修了者が加わり、提供

会員は７５名になりました。

【保育サービス講習会】２４年６月度修了心強い子育て応援団

▲研修会はグループワークが中心で、まず自分で

考え、他の人の考えを聞き、検討し、まとめて発表

する。熱心に真剣に、そして楽しく進んでいく。

女子医大ファミリーサポートは講習や研修を

とても大切にしています。常に学び、事例を検

討し、安全な保育ができるよう努めています。

特にスキルアップ研修会ではヒヤリハット事例

を検討し、その時自分ならどう行動するか、原

因は何か、予防するためにどのような対策を立

てるか。具体的に実践的に学びます。

【活動の手引き】のルールを守り、【事前打合

せ】でしっかりと話し合い、活動中に不測の事

態になったら、勝手に判断しないで、連絡・相

談・報告をすること。３時間におよぶ研修会で

は、基本をしっかり、ダメなものはダメと、慣れ

あいになりがちな部分に喝を入れ、責任ある行

動を明確にしていくことができました。

安全で信頼される保育を目指して

★こんな時 依頼会員さんは…

すぐに子どもを受診させ【病児・病後児保育

利用意見書】を書いてもらう。ファミサポ室

に電話して、病児保育の依頼をし、意見書は

ＦＡＸする。

■ヒヤリハット事例②

【習い事への送り】 急な暴風雨で子どもが歩いて行くのは

無理と思い、自家用車を使ってしまった。

●予防策

・前日から天気のチェックをし、悪天候が予想される時は保

護者に連絡し、移動方法の変更や無理をして行かせるかどう

かについて確認をしておく。時間に余裕を持つ。など

★自家用車・自転車による送迎は禁止です。タクシー利用可。

※ヒヤリハットレポートは提供会員さんの経験を今後の活動に役立つ情報としてシェアし蓄積するために書いていただいています。
個人の評価や責任追及に使われることはありません。レポートを書いてくださった皆さんには、ご協力に本当に感謝しています。



１１月７日(水)保育サービス講習会
９日(金)     会場：東京女子医科大学健保会館

１２日(月)     （昨年度とは会場が変わりました）

１４日(水)

１６日(金)

２１日(水)

１２月１日(土) 全体研修会１４：００～１６：００ 一般公開講座

          

【新しい子育て支援の展望】
～「アウトリーチ」と「ホームビジティング」を巡って～

＊海外の動向も踏まえながら、子育て支援事業・活動の

これまでを振り返り、これからの方向性を考えます。

講師：西郷泰之氏（大正大学人学部教授）

会場：東京女子医科大学臨床講堂２(地下 1 階)

２５年２月２２日(金) スキルアップ研修会【重要】１３：３０～１６：３０

●グループワーク中心の事例検討。実践で役立つ研修会

平成２４年９月末日現在

会員合計 130 名

依頼会員 55 名

提供会員 75 名

■ファミリーサポート室 開室時間 月～金曜日 9:00～17:00

●直通電話 03-5369-9075 ※外出時・休日・時間外は転送電話または留守番電話に

なっていますのでメッセージを残してください。

●大学代表電話 03-3353-8112（内線 39911）こちらには留守番電話機能があ

りません。開室時間内にもかかわらず応答がない場合は、直通電話にかけ直してください。

●FAX 03-5369-9081 ２４時間受付。すぐにスタートボタンを押してください。

女子医大ファミリーサポート室 東京女子医科大学巴寮１階

直通 tel：03-5369-9075 代表 tel：03-3353-8112（内線 39911） fax：03-5369-9081
family-support.bm@twmu.ac.jp http://www.twmu.ac.jp/NICU-support/
                   ＊ホームページにファミサポ通信のカラー版を掲載しています。
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大切な研修です。できるだけ参加してください。

提
供
会
員

●スケジュール ぜひお出かけください。お会いできるのを楽しみにしております。

依
頼
会
員

一
般
の
方

▼対象者

提供会員

提
供
会
員

依
頼
会
員

一
般
の
方

※スケジュール・会場は変更される場合があります。詳細は後日お知らせします。

再受講したい科

目がある方はご

連絡ください。

お子さんの好きな方

をお誘いください。

依頼会員の皆さまへ

★ファミリーサポート室への依頼報告の連絡は電話でお願いします。

★病児・病後児保育の依頼は直通電話 03-5369-9075 へお願いします。

・保育依頼が成立した場合の報告は、開室時間内にお電話でお願いします。

・直通電話は、援助活動時間内（7：00～22：00）の緊急事態に対応できるように、時間外でも

携帯へ転送されるようになっています(留守番電話機能有)。活動中の事故や不測の事態、病児・病

後児保育予約の場合などにご利用いただけます。

どなたでも参加で

きます。ご家族・

ご友人とどうぞ。


